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だより
ふれあい

うご町

－  社協の今　福祉の今　あなたの今を共に  －

　新型コロナウイルス感染症の影響により、サロン活動が中止となる状況が続いておりました
が、徐々に活動を再開しているサロンも増えてきました。先日行われたサロンの活動を紹介し
ます。

　６月 21 日（火）　新成・谷地中のサロンでは、日本赤十字社秋田県支部の方より“高齢者
に起こりやすい事故の予防と手当、急病への対応”というテーマで赤十字健康生活支援講習が
行われました。日常生活で起こりやすい転倒・入浴の事故の予防方法や、人形を用いて食べ物
による窒息が起こってしまった場合の対処法を教えていただきました。

　６月 29 日（水）　仙道・かっちでは“笑いとビデオ”というテーマで、漫談とビデオ上映
が行われました。人星亭まさるこさんより、会場が笑いに溢れる漫談をお話していただき、漫
談の後は床舞の東光寺で行われている「百万遍」と仙道の郷土芸能である仙道番楽より「こど
も番楽」のビデオ上映が行われました。

谷地中
サロン

仙道サロン
かっち
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羽後町社会福祉協議会事業一覧

在宅及び地域福祉活動の推進事業
１. 福祉ネットワークづくりの推進	 ２. 安心・安全な街づくりの促進
３. ふれあい安心電話事業	 ４. 在宅要援護世帯への支援
５. 除排雪の支援	 ６. 憩い・ふれあいの場等設置促進
７. 第４期地域福祉活動計画	 ８. 出会い婚活事業　※
９. 長期不就労者対策事業

ボランティア活動の促進と福祉団体への支援
１. ボランティア団体連絡協議会等への支援
２. 福祉団体への支援　※
３. 体験学習等への支援
４. 災害ボランティアセンターの設置研修の実施

生きがいと健康づくり事業
１. 一人暮らしの会への支援　※
２. 住民主体の地域づくり
３. シルバー人材センター事業

福祉相談活動と各種資金貸付事業
１. 相談窓口の充実
２. たすけあい資金の貸付け
３. 生活福祉資金受付事務事業
４．福祉サービス利用援助事業

各種募金活動
１. 日赤会員募集
２. 青い羽根募金
３. 赤い羽根共同募金
４. 歳末たすけあい募金

介護関係事業
１. 訪問介護事業	 ２. 予防訪問介護事業
３. 居宅介護支援事業	 ４. 身体障害者・知的障害者（児）・精神障害者居宅介護支援事業
５. 通所介護事業	 ６. 予防通所介護事業
７.特別養護老人ホーム松喬苑介護等業務事業	 ８. 羽後町田代福祉センター介護等業務事業
９. 高瀬ケアセンター業務事業	 １０. 介護福祉士の養成と介護・看護従事者の確保
１１. 新規職員の確保

福祉教育と広報活動
１. 福祉大会の開催　※
２. 福祉に関する研修会の開催　※
３. 福祉だよりの発行
４. 社協の概要の発行 組織体制の強化と財政基盤の確立

１. 支会との連携強化
２. 会員の拡大
３. 未回収資金の回収努力
４.社協事務所の建設要請等（五輪坂ケアセンターの適正な運営）
５. 冗費の節約と合理的な業務の遂行
６. 受託事業のあり方を含めた指定制度管理
７. 事務局体制の強化

※は新型コロナウイルス感染症対策のため実施しておりません。
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事業活動収支計算書資 金 収 支 計 算 書 令和 4 年 3 月 31 日現在（単位：円）

収入科目 決 算 額 支出科目 決 算 額

会 費 収 入 3,301,100 人 件 費 支 出 447,383,346 

寄 附 金 収 入 111,920 事 業 費 支 出 18,516,482 

経常経費補助金収入 49,483,005 事 務 費 支 出 32,791,458 

受 託 金 収 入 359,569,689 助 成 金 支 出 3,790,700 

事 業 収 入 12,636,118 負 担 金 支 出 765,000 

介護保険事業収入 114,722,380 そ の 他 の 支 出 16,177,906 

障害福祉サービス等
事 業 収 入 2,482,810 固 定 資 産

取 得 支 出 42,900,000 

受取利息配当金収入 3,231 事 業 区 分 間 
繰 入 金 支 出 9,851,471 

そ の 他 の 収 入 60,318 サービス区分間 
繰 入 金 支 出 37,055,042 

積立資産取崩収入 18,226,341 そ の 他 の 活 動 
に よ る 支 出 12,976,126 

事 業 区 分 間 
繰 入 金 収 入 9,851,471 

サービス区分間
繰 入 金 収 入 37,055,042 

そ の 他 の 活 動
に よ る 収 入 2,131,611 

収 入 合 計 ① 609,635,036 支 出 合 計 ② 622,207,531 

収益科目 決 算 額 費用科目 決 算 額

会 費 収 益 3,301,100 人 件 費 440,002,114 

寄 付 金 収 益 111,920 事 業 費 18,516,482 

経 常 経 費 補
助 金 収 益 49,483,005 事 務 費 32,791,458 

受 託 金 収 益 359,569,689 助 成 金 費 用 3,790,700 

事 業 収 益 12,636,118 負 担 金 費 用 765,000 

介 護 保 険 事 業 収 益 114,722,380 減 価 償 却 費 11,113,682 

障害福祉サービス等
事 業 収 益 2,482,810 その他のサービス 

活 動 外 費 用 16,177,906 

受取利息配当金収益 3,849 事 業 区 分 間 
繰 入 金 費 用 9,851,471 

その他のサービス 
活 動 外 収 益 60,318 拠 点 区 分 間 

繰 入 金 費 用 7,464,359 

固定資産受贈額 79,807,486 サービス区分間 
繰 入 金 費 用 29,590,683 

事 業 区 分 間 
繰 入 金 収 益 9,851,471 サ ー ビ ス 区 分 間 

固定資産移管費用 34,131,240 

サービス区分間 
繰 入 金 収 益 37,055,042 

サ ー ビ ス 区 分 間 
固定資産移管収益 34,131,240 

収 益 合 計 ① 703,216,428 費 用 合 計 ② 604,195,095 

当期資金収支差額合計③	 （③＝①－②）	 -12,572,495 

前期末支払資金残高④			  132,764,724 

当期末支払資金残高⑤	（⑤＝③＋④）	 120,192,229 

当期活動増減差額③		  （③＝①－②）	 99,021,333 
前期繰越活動増減差額④			   136,928,808 
当期末繰越活動増減差額⑤	 （⑤＝③＋④）	 235,950,141
その他の積立金積立額⑥			   24 
次期繰越活動増減差額⑦	 （⑦＝⑤－⑥）	 235,950,117 

財産目録

Ⅰ．資産の部	 	 	 	 	
  １．流動資産	 	 	 	 	

 現金預金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	    普通預金	 	 	 71,457,847 
	    定期預金	 	 	 107,305,689 
	    事業未収金	 	 	 22,001,155 
	    未収金	 	 	 	 22,488,501 
	    サービス区分間貸付金	 	 20,349,935 
	 　　　 流動資産合計		 	 243,603,127  
２．固定資産	 	 	 	
	 (1) 基本財産	
	 　 建物	 	 	 	 69,727,981 
	 　 定期預金	 	 	 1,000,000 
	 (2) その他固定資産	 	 	
	 　 建物	 	 	 	 2,663,651 
	 　 機械及び装置	 	 2 
	 　 車輌運搬具	 	 	 301,536 
	 　 器具及び備品	 	 	 43,064,718 
	 　 退職手当積立基金預け金	 	 59,912,820 
	 　 福利協会退職手当積立基金預け金	 73,867,330 
	 　 その他の積立資産		 	 1,211,182 
	 　 その他固定資産合計	 	 181,021,239 
	 固定資産合計	 	 251,749,220

資産合計	 	 	 	 	 495,352,347 

Ⅱ．負債の部	 	 	 	 	
　　１．流動負債	 	 	 	
　　　　　　事業未払金	 	 	 5,051,476  
　　　　　　その他の未払金	 	 	 59,119,580 
　　　　　　預り金	 	 	 	 31,537,096  
　　　　　　職員預り金	 	 	 7,352,811  
	 　サービス区分間借入金	 	 20,349,935  
　　　　　　　　流動負債合計	 	 	 123,410,898  
　　２. 固定負債	 	 	
　　　　　　退職給付引当金	 	 	 133,780,150  
	 固定負債合計	 	 133,780,150 

負債合計	 	 	 	 	 257,191,048 

差引純資産	 	 	 	 238,161,299 

羽後町社会福祉協議会決算報告

令和 4 年 3 月 31 日現在
（単位：円）

貸借対照表 令和 4 年 3 月 31 日現在
（単位：円）

　脚注　　１．減価償却費の累計額	 ￥28,432,812　（その他）
　　　　　２．減価償却費の累計額	  ￥3,669,893　（基本財産）

大 中 小 当年度末 前年度末 増減

資産の部

流動資産 243,603,127 251,263,122 -7,659,995 

現金預金 178,763,536 217,394,972 -38,631,436 

普通預金 71,457,847 110,091,423 -38,633,576 

定期預金 107,305,689 107,303,549 2,140 

事業未収金 22,001,155 7,432,404 14,568,751 

未収金 22,488,501 25,438,304 -2,949,803 

立替金 0 114,710 -114,710 

サービス区分間貸付金 20,349,935 882,732 19,467,203 

固定資産 251,749,220 149,287,987 102,461,233 

基本財産 70,727,981 1,000,000 69,727,981 

建物 69,727,981 0 69,727,981 

定期預金 1,000,000 1,000,000 0 

その他の固定資産 181,021,239 148,287,987 32,733,252 

建物 2,663,651 0 2,663,651 

機械及び装置 2 65,374 -65,372 

車輌運搬具 301,536 860,430 -558,894 

器具及び備品 43,064,718 3,238,280 39,826,438 

退職手当積立基金預け金 59,912,820 56,590,500 3,322,320 

福利協会退職手当積立基金預け金 73,867,330 68,096,498 5,770,832 

退職給付引当資産 0 18,225,747 -18,225,747 

その他の積立資産 1,211,182 1,211,158 24 

資産の部合計 495,352,347 400,551,109 94,801,238 

負債の部

流動負債 123,410,898 118,498,398 4,912,500 

事業未収金 5,051,476 5,427,611 -376,135 

その他の未払金 59,119,580 73,048,552 -13,928,972 

預り金 31,537,096 33,270,157 -1,733,061 

職員預り金 7,352,811 5,869,346 1,483,465 

サービス区分間借入金 20,349,935 882,732 19,467,203 

固定負債 133,780,150 142,912,745 -9,132,595 

退職給付引当金 133,780,150 142,912,745 -9,132,595 

負債の部合計 257,191,048 261,411,143 -4,220,095 

純資産の部

基本金 1,000,000 1,000,000 0 

基本金 1,000,000 1,000,000 0 

その他の積立金 1,211,182 1,211,158 24 

その他の積立金 1,211,182 1,211,158 24 

次期繰越活動増減差額 235,950,117 136,928,808 99,021,309 

次期繰越活動増減差額 235,950,117 136,928,808 99,021,309 

（うち当期活動増減差額） 99,021,333 -16,862,524 115,883,857 

純資産の部合計 238,161,299 139,139,966 99,021,333 

負債及び純資産の部合計 495,352,347 400,551,109 94,801,238 

令和 4 年 3 月 31 日現在（単位：円）
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度・３年度と開
催を中止しておりました「羽後町社会福祉大会」ですが、令和４年度
は開催をすることが決定いたしました。
　今年度の羽後町社会福祉大会は、福祉関係者にお集まりいただき、
式典のみ執り行うこととさせていただきました。
　ご来場をご検討くださっていた町民の皆様には、ご迷惑をおかけす
ることとなり大変申し訳ございません。
　ご理解のほどよろしくお願いいたします。

お知らせお知らせ
令和４年度　羽後町社会福祉大会について

送
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の
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ま
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看
護

師
不
足
で
病
院
か
ら
要
請
さ

れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
仕
事
を

持
っ
て
い
る
親
の
７
割
は
退

職
や
休
職
を
経
験
し
、
経
済

的
な
不
安
を
感
じ
た
と
い
う

聞
か
れ
ま
す
。
共
同
通
信
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
全
国

の
病
院
の
う
ち
、
７
７
％
が

コ
ロ
ナ
対
策
で
付
き
添
い
の

交
代
を
禁
止
・
制
限
し
た
と

回
答
。
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者

の
負
担
は
さ
ら
に
増
え
る
一

方
で
す
。
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困
り
ご
と
は
百
人
百
様
。
と
は

い
え
共
通
点
も
あ
り
そ
う
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
困
り

ご
と
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
解
決
策
を
探
り
ま
し
ょ
う
。
内

容
に
応
じ
て
専
門
の
方
々
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

【
質
問
】

　

夫
は
今
年
３
月
に
定
年
退

職
。
コ
ロ
ナ
前
は
普
通
に

や
っ
て
い
た
職
場
の
退
職
者

送
別
会
を
、
自
分
は
や
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
と
未
だ
に

愚
痴
っ
て
い
ま
す
。
家
で
３

度
食
事
を
し
、
私
の
外
出
に

も
口
を
挟
む
よ
う
に
な
り
、

身
体
的
暴
力
の
他
に
、
精
神

的
暴
力
（
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
こ
と
を
馬
鹿
に
し
た

り
、
他
の
人
と
の
付
き
合
い

を
制
限
し
た
り
、
あ
な
た
が

怖
く
な
っ
て
自
分
の
気
持
ち

を
言
え
な
か
っ
た
り
す
る
の

は
、
す
べ
て
精
神
的
な
暴
力

と
い
え
ま
す
。

　

対
等
な
は
ず
の
２
人
の
関

係
が
上
下
関
係
に
な
り
、
相

手
を
支
配
す
る
、
さ
れ
る
関

係
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
気

づ
い
て
く
だ
さ
い
。

　

精
神
科
医
の
増
田
史
（
ま

す
だ
ふ
み
）
さ
ん
は
、
相
手

の
言
い
な
り
に
な
る
の
で
は

な
く
、言
い
返
し
た
り
、怒
っ

た
り
、
自
分
の
感
情
を
出
す

な
ど
し
て
自
分
を
守
る
行
動

を
し
、
心
理
的
・
物
理
的
な

距
離
を
取
る
こ
と
を
勧
め
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
辛
い
苦
し
い
と

思
っ
た
と
き
は
次
の
相
談

先
に
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

▼�

ハ
ー
モ
ニ
ー
相
談
室
（
中
央

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
８（
８
３
６
）７
８
４
６

▼�

女
性
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
（
女

性
相
談
所
）

☎
０
１
８（
８
３
５
）９
０
５
２

息
苦
し
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
。
夫
の
顔
色
を
伺
っ
て
い

る
自
分
を
感
じ
ま
す
。

【
回
答
】

　

人
生
の
節
目
と
コ
ロ
ナ
禍

が
重
な
り
、
さ
ぞ
窮
屈
な
毎

日
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
以
前
か
ら
、

ご
主
人
は
ネ
チ
ネ
チ
と
し
た

執
着
タ
イ
プ
の
性
格
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

相
手
の
顔
色
を
伺
っ
た

り
、
２
人
で
い
る
と
息
苦
し

く
な
っ
た
り
、
吐
き
気
が
し

た
り
、
気
持
ち
が
落
ち
込
ん

だ
ま
ま
に
な
る
の
は
、
対
等

な
関
係
に
な
い
か
ら
で
す
。

　

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る

困
り
ご
と
相
談
6



福 祉 だ よ り令和４年８月１日 第 114 号（6）

こ
の
福
祉
だ
よ
り
は
、
共
同
募
金
の
配
分
金
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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暑
い
日
が
続
く
こ
の
頃
、
夜
に
涼
み

を
取
り
に
外
に
出
て
、
心
地
良
い
涼
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
夜
空
を
見
上
げ
る
と

無
数
の
星
が
瞬
い
て
い
る
。
遠
い
星
々

は
宇
宙
に
無
数
あ
り
、
子
供
の
頃
、
宇

宙
の
果
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
話
し
合
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
宇

宙
に
は
果
て
が
あ
り
、
有
限
の
世
界
な

の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
頃
で
あ
っ

た
。

　

今
日
で
は
、
宇
宙
は
あ
ら
ゆ
る
方
向

に
光
の
速
さ
よ
り
大
き
い
速
度
で
膨
張

し
て
お
り
、
地
球
か
ら
確
認
出
来
な
い

星
が
あ
り
、
宇
宙
の
果
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
そ
う
で
す
。

そ
し
て
今
見
て
い
る
星
は
十
万
光
年
前

の
星
（
天
の
川
）
で
、
今
の
星
そ
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
過
去

の
星
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
時
を

超
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
で
も
人

は
何
十
万
光
年
の
時
間
で
も
一
瞬
で
超

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。考
え
る
こ
と
・

想
像
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
時
空
を
超

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
人
は
色
々
な

想
い
も
一
瞬
で
取
り
込
め
る
素
晴
ら
し

い
能
力
が
あ
り
ま
す
。

　

時
間
軸
は
一
方
通
行
で
過
去
に
戻
れ

な
い
の
で
、
過
去
の
楽
し
い
こ
と
や
悲

し
い
こ
と
を
や
り
直
す
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
で
も
想
う
こ
と
で
一
瞬
で
過
去

の
世
界
に
戻
れ
ま
す
。
楽
し
い
過
去
を

想
い
出
す
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
正

直
に
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｓ
）

記事を寄稿してくれた
小野まさるさん
　地域の福祉サロンなど
の集いの場でも大活躍中。
じぇんこ漫談の他にも、地
域の記録活動などで羽後町
内を飛び回っています。
講演の相談は
090-7073-8965まで。
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 『
お
金
の
た
ま
る
人

 

　
　
　
た
ま
ら
な
い
人
』

人
星
亭
ま
さ
る
こ

　

こ
れ
か
ら
お
話
し
を
す
る

お
金
の
内
容
は
、
私
の
勝
手

な
解
釈
に
よ
り
発
表
す
る
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
話
を
聞
い
た
後
は
落
ち
込

ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
お
金
の
話
は

「
オ
ッ
カ
ネ
ー
」
か
ら
で
す
。

　

１
億
円
を
超
え
る
貯
金
を

し
た
方
々
が
共
通
す
る
の
は
、

「
出
費
は
１
年
で
考
え
る
」
で

す
。

　

今
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
に

自
動
販
売
機
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
休
憩
時
間
に
「
最

高
の
ひ
と
休
み
」
と
か
言
っ

て
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な
ん

て
人
が
多
い
で
す
ね
。

　

ま
た
は
、
朝
食
を
と
ら
ず

に
家
を
出
て
、
コ
ン
ビ
ニ
に

寄
っ
て
、「
目
覚
め
の
美
味
し

い
一
杯
」
を
飲
ん
で
爽
や
か

に
出
勤
す
る
人
も
い
ま
す
。

お
金
の
た
ま
る
人
は
、
１
日

１
３
０
円
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
を

買
っ
て
飲
む
と
い
う
こ
と
は
、

１
年
で
４
７
，
４
５
０
円
の

出
費
と
考
え
ま
す
。
こ
の
金

額
は
も
っ
た
い
な
い
、
だ
か

ら
、
水
筒
を
い
つ
も
持
っ
て
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
や

お
茶
、
白
湯
を
入
れ
て
歩
く

の
で
す
。

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

話
の
逆
を
言
っ
て
ま
す
よ
ね
。

こ
の
サ
プ
リ
は
１
日
た
っ
た

の
１
０
０
円
。
高
級
車
が
１
ヶ

月
た
っ
た
の
２
万
円
で
手
に

入
る
な
ど
。

　

１
日
、
１
ヶ
月
が
小
さ
く

て
も
、
１
年
で
考
え
る
と
意

外
と
大
き
な
金
額
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
お
金
の
た
ま
る

人
は
、
こ
ん
な
話
に
見
向
き

も
し
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
お
金
の
た
ま
る

人
は
水
筒
の
他
に
、
も
う
一

つ
必
ず
持
っ
て
歩
き
ま
す
。

そ
れ
は
折
り
畳
み
傘
で
す
。

無
駄
な
出
費
を
し
た
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
多
少
荷
物

に
な
っ
て
も
鞄
か
リ
ュ
ッ
ク

に
必
ず
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
サ
ロ
ン
活
動
を

笑
い
で
盛
り
上
げ
て
く
れ

て
い
る
、
人
星
亭
ま
さ
る

こ
さ
ん
の
お
金
に
ま
つ
わ

る
お
話
し
で
す
。

【
お
金
の
こ
と
わ
ざ
】

金
に
物
を
言
わ
せ
る
①

金
に
物
を
言
わ
せ
る
た
め
に

は
お
金
に
マ
イ
ク
を
近
づ
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

金
に
物
を
言
わ
せ
る
②

金
に
物
を
言
わ
せ
た
ら
、
金

が
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
た
ま
ん
な
い
ね
ー
!!
」

そ
う
な
の
、
な
か
な
か
お
金

は
貯
ま
ん
な
い
ね
。


